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SP20
SP20

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1 BR1 BR1 BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

8600 7200 7200 7200 7200 7200 7200 7400

1 2 3 4 5 6 7 8 9

FL1

GL

FL2

12
00

39
00

20
00

16
20

D +1450～通 軸組図

C8 C3 C1 C1 C1 C1

14
00

SB30

HB15W SP15W SP15WSP10W

SB30

HB15W SP15W SP15W

SB30

HB15W SP15W SP15W

SB30

HB15W SP15W

鉄骨天
南棟水下

鉄骨天
北棟水下

鉄骨天
南棟水下

鉄骨天
北棟水下

鉄骨天
南棟水下

鉄骨天
北棟水下

鉄骨天
南棟水下

鉄骨天
北棟水下

軸組図 その６

耐震スリットを示す2.

3.

J は大梁、柱継手位置を示す5.

注記）

特記なきRC壁はW18とする1.

はベースプレート下端を示す4.
B

基礎下端は1FL-2550とする

鉄骨梁の接合部は下記による

・剛接合を示す ・ピン接合を示す

6.

FB146 FB146 FB146 FB146 FB146 FB146

B50 B50 B50 B50 B50 B50 B50 B50

SB20W SB20W SB20W

SP15W

13
80

B B

13
80

B

10
30

SP10W

1/100
1/200

SB30

600

J HB15W

7. は増打を示す

C柱 SP柱

SP15WはSB30のフランジ上部
及び下部でピン接合

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

種別/備考
20170253

286010

小柳 英治

余熱利用施設建設工事2021.03
一級建築士 231198

太田原 克則

担 当NO.
5438NO.



S-杭、基礎リスト
1/50
1/100

024

・SD345相当

・パイルスタッド工法

杭頭補強筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち止め板

10
0

40
d

1.
0φ

φ

杭上端

基礎下端

杭リスト

1. 工法：Hyper-MEGA工法((プレボーリング拡大根固め工法（高支持力杭工法 拡大比ω=1.0）)

支持層：砂礫層2.

杭頭補強要領4.

ただし、杭の検討書を提出し監督職員の承諾を得られれば他の認定工法を採用することは可能とする。

注記）

符号

合計本数 108本

杭頭補強杭種杭径
長期許容

支持力(kN)
杭長

本数

2杭のコンクリート基準強度はFc=105N/mm とする。3.

(節径-軸径)
(m)

P1 (600-450)1200kN 15m 84 PHC(C種) 7m + 節付PHC(A種) 8m450 10-D16

P2 (600-450)1200kN 15m 24 PRC(Ⅰ種) 7m + 節付PHC(A種) 8m450 10-D19

基礎リスト

15d(共通)

60
50

10
50

15
00

25
50

11
0

 5
-D
13
（

上
端

）

 5-D13（上端）
 7-D16（下端）

 7
-D
16
（

下
端

）

12
00

60
0

60
0

600

1200

600

捨てコン地業 厚50
　砂利地業 　　厚60

1FL

横筋D13@300

柱芯

上端筋 下端筋

柱芯

柱芯

注記) 1. 鉄筋材質 D10～D16  SD295A
D19～D25  SD345

2. 地業 捨てコンクリート
砂利地業

厚50
厚60

F1

3. 　　は杭心を示す。

(共通)

基礎下端

10
0

（
共
通
）

20
d

8d(共通)

60
50

10
50

15
00

25
50

11
0

 5
-D
16
（

上
端

）

□-D16@150

10
-D
22
（

下
端

）

12
00

60
0

60
0

750

2700

600

柱芯

上端筋 下端筋

柱芯

柱芯

F2

基礎下端

10
0

600

柱芯

30
d

横筋2-D16

□-D16@150

□-D19詳細図

750

60
50

10
50

15
00

25
50

11
0

10
-D
16
（

上
端

）
18

-D
19
（

下
端

）

25
20

60
0

44
0

750

2700

600

柱芯

上端筋 下端筋

柱芯

F3

基礎下端

10
0

600750

柱芯88
0

60
0

10-D16（上端）
19-D19（下端）

60
50

10
50

15
00

25
50

11
0

柱芯

上端筋 下端筋

F4

基礎下端

10
0

10
-D
16
（

上
端

）
15

-D
22
（

下
端

）

27
00

75
0

60
0

750

2700

600

柱芯

600750

柱芯

75
0

60
0

10-D16（上端）
15-D22（下端）

600

中詰めコンクリート
仕様は基礎に同じ

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

種別/備考
20170253

286010

小柳 英治

余熱利用施設建設工事2021.03
一級建築士 231198

太田原 克則

担 当NO.
5438NO.



S-基礎梁リスト
1/50
1/100

025

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

3-D19
3-D19

全 断 面

FB50

300x500

－D10＠200

基礎小梁・基礎片持梁リスト 注記)

2. 一段筋と二段筋のあき間隔　1.5d
3. 鉄筋材質 D10～D16  SD295A

D19～D25  SD345

1. 巾止め筋は、　　　型 -D10@1000 とする。 4. 地業 捨てコンクリート
砂利地業

厚50
厚60

-

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

基礎梁リスト 注記)

2. 一段筋と二段筋のあき間隔　1.5d

3. 鉄筋材質 D10～D16  SD295A
D19～D25  SD345

1. 巾止め筋は、　　　型 -D10@1000 とする。 4. 地業 捨てコンクリート
砂利地業

厚50
厚60

D29      SD390

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

Y方向大梁

Y方向大梁主筋位置X方向大梁主筋位置
5. 大梁主筋の上下関係は原則として右図とする。
（X方向主筋が上）

X方向大梁

全 断 面

CFG1

500x700

－D13＠200
2-D10
4-D29
4-D29

全 断 面

CFG2

500x1280

－D13＠200
6-D10
4-D29
4-D29

B

D
50

60

4-D19
4-D19

全 断 面

FB50A

600x500

－D13＠200
-

FB60

6-D25
4-D25

600x600

4-D25
6-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠200

3 端中 央

FB60A

2 端

600x600

2-D10
6-D25

6/1-D25

－D13＠200

6-D25
5-D25

4-D25
6-D25

FB65A

6-D25
6-D25

600x650

6/2-D25
6/2-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠150

FB70

6-D25
6-D25
600x700

4-D25
6-D25

4 , 6 端 中 央

2-D10
－D13＠150

FB70A

6-D25
6-D25
600x700

6/2-D25
6/2-D25

2-D10
－D13＠150

3 端中 央2 端

4-D25
4-D25

FB90

4/2-D25
4-D25

450x900

4-D25
4-D25

端 部 中 央

4-D10
－D13＠200

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

FB90A

6/3-D25
6-D25

600x900

6-D25
6-D25

端 部 中 央

4-D10
－D13＠200

2 端中 央

FB90B

1 端

400x900

4-D10
4-D25
4-D25

－D13＠200

4/2-D25
4-D25

4-D25
4/2-D25

3-D19
3-D19

全 断 面

FB146

300x1460

－D10＠200
6-D10

3-D22
3-D22

全 断 面

FB185

300x1850

－D10＠200
8-D10

4-D22
4-D22

全 断 面

FB65B

400x650

－D10＠150

5-D22
5-D22

全 断 面

FB80

500x800

－D13＠200
2-D10 2-D10

FG1

端 部 中 央

5-D29
5/2-D29

600x950

4-D10
－D13＠150

5-D29
5-D29

FG2

A 端 中央・ B 端

9-D29
11-D29

1050x950

4-D10
－D13＠100

9/2-D29
11/7-D29

FG2A

1050x950

4-D10
－D13＠100

 B 端・中央 C 端

9/2-D29
11/7-D29

9/1-D29
11/5-D29

D 端中 央

FG2B

C 端

1050x950

4-D10
9/1-D29
11/5-D29

9-D29
11-D29

9-D29
11/2-D29

－D13＠150

FG2C

750x950

4-D10
－D13＠100

 A 端・中央 B 端

5/5-D29
7/5-D29

5/2-D29
7/5-D29

B

D
50

60

FG3

400x1000

4-D10
－D13＠200

 8 端・中央 9 端

3/1-D29
3/2-D29

3/1-D29
3/1-D29

全 断 面

FG3A

470x1000

－D13＠200
4-D10
3-D29

3/1-D29

全 断 面

FG4

500x1100

－D13＠200
4-D10
4-D29
4-D29

全 断 面

FG5

500x1100

－D13＠200
4-D10
4/1-D29
4/2-D29

FG6

1 端 中央・ 2 端

5-D29
5/1-D29

600x1100

4-D10
－D13＠200

5-D29
5/3-D29

全 断 面

FG7

750x1100

－D13＠100
4-D10
7/4-D29
7/6-D29

FG7A

750x1100

4-D10
－D13＠150

 D 端・中央 E 端

7-D29
7/3-D29

7-D29
7/1-D29

FG8

900x1100

4-D10
－D13＠100

 D 端・中央 E 端

6/2-D29
7/5-D29

6-D29
7-D29

全 断 面

FG11

400x1800

－D13＠200
8-D10
3-D29
3-D29

全 断 面

FG11A

400x1800

－D13＠200
8-D10
3-D29

3/1-D29

全 断 面

FG11B

400x1800

－D13＠200
8-D10
3/1-D29
3/2-D29

全 断 面

FG12

450x1800

－D13＠200
8-D10
3/1-D29
4-D29

FG12A

450x1800

8-D10
－D13＠200

 D 端・中央 E 端

3/2-D29
4/3-D29

3-D29
4-D29

FG12B

450x1800

8-D10
－D13＠200

 E 端・中央 F 端

3/1-D29
4/1-D29

3/1-D29
4-D29

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

種別/備考
20170253

286010

小柳 英治

余熱利用施設建設工事2021.03
一級建築士 231198

太田原 克則

担 当NO.
5438NO.

5 端

6/2-D25
6/2-D25



S-柱リスト
1/50
1/100

026

符　　号

帯　筋

主　筋

X　x　Y

断 面
1 階

C1 C2 C3 C3A C3B C4 C5 C5A C6 C7

帯筋の形状はH形注記 1. 仕口部内帯筋は、柱の帯筋の1.5倍ピッチとする。（同径・同材・中子筋なし）4.2. 鉄筋材質 D10～D16    SD295A
D19～D25    SD345 但し、C1,C2,C3,C3A,C3B,C6,C8柱は柱の帯筋と同ピッチとする。（同径・同材・中子筋なし）

5.鉄骨
BH-　組立H形鋼
SH-　外法一定H形鋼
H-　 H形鋼

材質　SN400B
（SRC仕口部はW-I形）

3. 　二段筋を示す

柱リスト

鉄　骨

Ｘ

Ｙ

符　　号

帯　筋

主　筋

断 面

X　x　Y

基 礎

FC21

700x700

12-D22

－D13@150

6.　外法一定H形鋼は溶接組立H形鋼に
変更しても良い

L2
＋

5d

Ａ Ａ

かご鉄筋（柱筋と同径とする。）

・四隅部以外の主筋については柱梁接合部内に直線定着とする。(定着長 = 梁せい - 50mm)
鉄筋かごをはり筋の上から柱頭にかぶせ、鉄筋かごと柱筋を重ね継手により一体とする。

四隅部主筋の柱筋フック付
Ａ－Ａ断面

かご筋

・四隅部主筋について柱梁接合部内に定着長Ｌ2hが確保できない場合は下図による。

 柱頭補強配筋図

(四
隅

部
主

筋
以

外
直

線
定

着
)

柱
筋

定
着

長
50

C8 C9 C9A

550x900

－D13@100

SH-600x250x12x28

鉄骨梁
DX

DY

16-D25

4

6

650x900

－D13@100

SH-600x250x12x28

18-D22

5

6

750x900

－D13@100

H-250x250x9x14

20-D25

6

6

750x900

－D13@100

H-250x250x9x14

18-D25

5

6

750x900

－D13@100

H-250x250x9x14

20-D22

6

6

750x800

－D13@100

H-250x250x9x14

20-D25

6

6

650x700

－D13@100

H-250x250x9x14

16-D22

4

6

650x700

－D13@100

H-250x250x9x14

16-D22

4

6

920x700

－D13@100

H-250x250x9x14

20-D22

6

6

750x700

－D13@100

18-D22

5

6

750x900

－D13@100

18-D22

5

6

650x700

－D13@100

18-D22

5

6

650x700

－D13@100

18-D22

5

6

195 725

9

450

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

種別/備考
20170253

286010

小柳 英治
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太田原 克則
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S-大梁リスト
1/50
1/100

027

大梁リスト 注記)

2. 一段筋と二段筋のあき間隔　 特記外1.5d
3. 鉄筋材質 D10～D16  SD295A

D19～D25  SD345

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

2 階

1. 巾止め筋は、　　　型 -D10@1000 とする。

鉄　　　骨

4. 鉄骨
BH-　組立H形鋼
SH-　外法一定H形鋼
H-　 H形鋼

材質　SS400

X方向大梁

X方向大梁主筋位置Y方向大梁主筋位置
5. 大梁主筋の上下関係は原則として右図とする。
（Y方向主筋が上）

Y方向大梁

G1

3-D22
3-D22

500x800

3-D22
4-D22

端 部 中 央

2-D10
－D13＠200

H-194x150x6x9

B

D

20
0

鉄骨柱・梁

G2

5-D25
6-D25

900x800

4-D25
6-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠100

H-194x150x6x9

30
0

G2A

4-D25
4-D25

575x800

4-D25
4/2-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠200

全 断 面

G3

750x900

－D13＠150
4-D10
4-D25

4/2-D25

H-194x150x6x9

30
0

全 断 面

G4

625x800

－D13＠200
2-D10
3-D25

3/2-D25

H-194x150x6x9

20
0

G5

4/1-D25
4/1-D25

700x700

4/1-D25
4/3-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠150

9 端中 央

G5A

8 端

700x700

2-D10
4-D25

4/2-D25

－D13＠150

4/1-D25
4-D25

4-D25
4/1-D25

H-194x150x6x9

20
0

G6

3/1-D25
3-D25

600x800

3-D25
3/2-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠200

H-194x150x6x9

30
0

5 - 6 通間は鉄骨なし

9 端中 央

G6A

8 端

600x800

2-D10
3-D25

3/2-D25

－D13＠200

3/1-D25
3-D25

3-D25
3/1-D25

H-194x150x6x9

30
0

30
0

G7、G7A

4-D25
4-D25

500x700

2/2-D25
2/2-D25

D 、 F 端 中央・ E 端

2-D10
－D13＠200

H-194x150x6x9

20
0

E - F 通間は鉄骨なし

全 断 面

G8

450x800

－D13＠200
2-D10
3-D25
3-D25

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

2 階

鉄　　　骨

G11

5-D25
5/2-D25

575x800

5-D25
5-D25

1 端・中央 2 端

2-D10
－D13＠200

2 端中 央

G12

1 端

650x800

2-D10
5-D25
5-D25

－D13＠150

5/2-D25
5-D25

4/2-D25
4/2-D25

G13

4-D25
4-D25

450x800

3-D25
4-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠200

G14

4/1-D25
4-D25

450x800

4-D25
4/2-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠200

G15

4-D25
4-D25

450x800

4-D25
4/1-D25

端 部 中 央

2-D10
－D13＠200

E 端中 央

G16

D 端

750x800

2-D10
4-D25

4/2-D25

－D13＠150

5-D25
5-D25

5-D25
5/1-D25

G16A

5-D25
5-D25

750x800

5-D25
5/1-D25

E 端 中央・ F 端

2-D10
－D13＠150

(2
00

)

( )内は 5 - 6 通間を示す

375 250 250 350 250 350

G7A及びG7の8通 

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

2 階

鉄　　　骨

E 端中 央

G17

D 端

500x800

2-D10
2/1-D25
2/1-D25

－D13＠200

4-D25
4-D25

3-D25
4/1-D25

G17A

3-D25
4-D25

500x800

3-D25
4/1-D25

E 端 中央・ F 端

2-D10
－D13＠200

F 端中 央

G15A

E 端

450x800

2-D10
4-D25

4/1-D25

－D13＠200

4-D25
4-D25

4-D25
4-D25

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

種別/備考
20170253

286010

小柳 英治

余熱利用施設建設工事2021.03
一級建築士 231198

太田原 克則

担 当NO.
5438NO.



S-小梁、間柱リスト
1/50
1/100

028

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

3-D19
3-D19

全 断 面

B50,CB50

300x500

-
－D10＠200

B
D

小梁リスト 注記)

2. 一段筋と二段筋のあき間隔　1.5d
3. 鉄筋材質 D10～D16  SD295A

D19～D25  SD345

1. 巾止め筋は、　　　型 -D10@1000 とする。 4. 腹筋2-D19、4-D19は引き通すこととし、端部は梁内にL2定着とする。

3-D22
3-D22

全 断 面

B60

300x600

－D10＠200
2-D10

4-D22
4-D22

全 断 面

B65

350x650

－D10＠200
2-D10

B60A

3/1-D22
3-D22

300x600

3-D22
3-D22

端 部 中 央

2-D10
－D10＠200

4-D19
4-D19

全 断 面

B60B

500x600

－D10＠125
2-D10

D 、 F 端中 央

B65A

E 端

350x650

2-D10
4-D22

4/1-D22

－D10＠200

4-D22
4-D22

3-D22
4-D22

B70

4-D22
4-D22

350x700

4-D22
4/1-D22

端 部 中 央

2-D10
－D10＠200

D 、 F 端中 央

B70A

E 端

400x700

2-D10
5-D22

5/1-D22

－D10＠150

5-D22
5-D22

3-D22
5-D22

5-D22
5-D22

全 断 面

B55

400x550

－D10＠150
-

5-D22
5-D22

全 断 面

B65B

400x650

－D10＠150
2-D10

腹　　　筋
あ ば ら筋

符　　号

断 面

位　　置

B　X　D

下　端　筋
上　端　筋

3 、 4 端中 央

B70B

2 、 5 端

350x700

2-D10
3-D22
4-D22

－D10＠200

4-D22
4-D22

4-D22
4/1-D22

7 、 9 端 8 端

B 、 C 端A 、 D 端

中 央

B65C

7 端

400x650

2-D10
5-D22

5/1-D22

－D10＠100

5-D22
5-D22

5-D22
5-D22

6 、 8 端

400x700

B75

4/2-D22
4-D22

450x750

4-D22
4-D22

端 部 中 央

2-D10
－D10＠150

B90

4/1-D22
4/1-D22

350x900

4/1-D22
4/3-D22

端 部 中 央

4-D10
－D10＠200

3 、 4 端中 央

B90A

2 、 5 端

350x900

4-D10
4-D22
4-D22

－D10＠200

4/1-D22
4/1-D22

4/1-D22
4/3-D22

B120

3/3-D22
3-D22

300x1200

3-D22
3-D22

端 部 中 央

4-D10
－D10＠200

Ｘ

Ｙ

P1

500x500

12-D22

－D10@100

符　　号

帯　筋

主　筋

断 面

X　x　Y

基 礎

帯筋の形状はH形

2. 鉄筋材質 D10～D16 SD295A
D19～D25 SD345

間柱リスト

注記) 1.

DY

DX

3-D19
3-D19

全 断 面

B40

300x400

-
－D10＠200

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

種別/備考
20170253

286010

小柳 英治

余熱利用施設建設工事2021.03
一級建築士 231198

太田原 克則

担 当NO.
5438NO.

B65D

5-D22
5/1-D22

400x650

5-D22
5-D22

他端、中央

2-D10
－D10＠150

B 端



S-鉄骨部材リスト
1/30
1/60

029

鉄骨大梁リスト 1. 鉄骨材質　SN400B注記) 2. 剛接合部の継手は　　　、ピン接合部の継手は　　　　　とする。H
G

(鉄骨継手表S030図参照。   はG3、G4、SG22に適用とする。CTの継手は鉄骨詳細図参照)

位 置 断 面階

G1、G2符 号 G2A

位 置 断 面

G3、G4

位 置 断 面

H-
BH-
SH-

H形鋼
溶接組立H形鋼
外法一定H形鋼

3.監督職員と協議のうえSHはBHに変更しても良い

G7A

位 置 断 面

R階

階

符 号

H
S

全 域
CT-244x300x11x18

(SS400)

北棟

R階
南棟

2階

全 域 H-244x175x7x11

全 域 H-350x175x7x11

全 域 H-340x250x9x14

全 域 H-340x250x9x14

G5A、G6、G6A、G7、G8

位 置 断 面

全 域 H-350x175x7x11

SG21

位 置 断 面

全 域 SH-650x250x12x28

SG22

全 域 H-350x175x7x11

位 置 断 面

全 域 H-294x200x8x12

SG23

全 域 H-150x150x7x10

R階
北棟

R階
南棟

2階

符 号

ベースプレート

アンカーボルト

柱　脚

鉄骨柱リスト 注記)

X

Y

C1、C2

B.PL-32x320x650(SN490B)

4-M20(SS400)

50

定
着
長
さ
50

0

C3、C3A、C3B、C5A

B.PL-16x300x300(SN490B)

2-M20(SS400)

15
0

65

2. 基礎柱　帯筋の形状はH形

2F

1F

SH-600x250x12x28

SRC柱(SH-600x250x12x28)

22050 50
320

35
0

15
0

15
0

65
0

B x D

主 筋

基礎柱

フープ

C4、C5、C6

B.PL-16x300x300(SN490B)

2-M20(SS400)

1. 鉄骨材質　SN400B H-
BH-
SH-

H形鋼
溶接組立H形鋼
外法一定H形鋼

SRC柱

H-250x250x9x14

SRC柱(H-250x250x9x14)

65170

50

定
着
長
さ
50

0

SRC柱

H-250x250x9x14

SRC柱(H-250x250x9x14)

150

65
65

17
0

50

定
着
長
さ
50

0

SRC柱

150

15
0

(120) (170)

( )内は 9 - F 通を示す

SC21

B.PL-16x300x300(SN490B)

4-M16(SS400)

□-250x250x12(BCR295)

□-250x250x12(BCR295)

50

50
50

25
0

50

定
着
長
さ
40

0

50
125125

15
0

100

900x700

18-D19(SD345)

□-D13@100(SD295A)

6

5

SC22

B.PL-16x280x280(SS400)

4-M16(SS400)

○-165.2x7.1(STK400)

50

50
50

18
0

50

定
着
長
さ
40

0

50
180

捨て型枠用デッキプレート

捨て型枠用デッキプレート

配筋はS-006図 による

フラット型デッキ頭付スタッドボルト

・梁接続部

75

・一般部

15
0

15
0

デッキプレート

配筋はS-006図 による

L:内法スパン

JIS A 3352の規格品とする。
SGCC(捨て型枠用)

注記)

FD

1.板厚については施工時の荷重状況に応じた必要な板厚とする。

L≦2.37m　t=0.8mm

備  考
小梁 片持梁

符  号

間柱 剛接合
部材断面

ピン接合

梁

剛接合ピン接合

間柱

はピン接合、 H
G は剛接合を示す。

ブレース

鉄骨小梁・間柱・ブレースリスト 1. 鉄骨材質　SS400注記)

H-194x150x6x9

H
S

H
S

HBは横使いを示す。2.

3.

SB19,HB19

(鉄骨継手表S030図及び鉄骨詳細図参照)

SH-
BH-
SH-

H形鋼
溶接組立H形鋼
外法一定H形鋼

SB1,HB1   -100x50x5x7.5
S

SB15W,HB15W SP15W H-150x150x7x10

SB29 H-294x200x8x12

SB34 H-340x250x9x14

SB14,HB14 H-148x100x6x9SP14
H
S

H
S

CSB15W H
G

SP19

SB10W SP10W H-100x100x6x8

SB12W,HB12W SP12W H-125x125x6.5x9

H
S

H
S

H
S

H
S

H
S

H
S

H
S

H-200x100x5.5x8SB20,HB20 SP20

CSB19 H
G

H
S

H
S

SB20W,HB20W CSB20W SP20W H-200x200x8x12
H
S

H
S

H
G

H
SHB25 H-250x125x6x9

CSB25W H-250x250x9x14
H
G

CSB29

SB30 H-300x150x6.5x9

H
S

H
S

H
S

SB5 CT-150x150x6.5x9

SB6 CT-244x300x11x18

継手は鉄骨詳細図による。

継手は鉄骨詳細図による。

1-M22(ターンバックル付)V3

V1,BR1

V2 1-M20(ターンバックル付)

1-M16(ターンバックル付)

BR11

BR12

継手は鉄骨継手表S030図による。

継手は鉄骨継手表S030図による。

継手は鉄骨継手表S030図による。

継手は鉄骨継手表S030図による。

継手は鉄骨継手表S030図による。

2×FB-90x6

2×FB-90x9

母屋、胴縁 C-100x50x20x3.2

母屋

母屋

□-100x100x3.2(STKR400)

L-50x50x4

継手は鉄骨詳細図による。

継手は鉄骨詳細図による。

継手は鉄骨詳細図による。

符 号

ベースプレート

アンカーボルト

柱　脚

鉄骨間柱柱脚リスト 1. 鉄骨材質　SS400注記) H-　H形鋼

X

Y

部 材

2. アンカーボルト 先端フック付き
二重ナット締め

150
50 50

250

30
0

40
0

50
50

30
d

SP20W(空調目隠し壁)

H-200x200x8x12

B.PL-28x250x400(SN490C)

4-M22(ABR490)

T

50

R.PL-9

20
0

R.PL-9

SP15W

H-150x150x7x10

100
40 40

180

18
0

30
25
d

B.PL-16x180x180

2-M16(SS400)

SP14

H-148x100x6x9

100
40 40

180

18
0

30
25
d

B.PL-12x180x180

2-M16(SS400)

SP12W

H-125x125x6.5x9

100
40 40

180

15
5

30
25
d

B.PL-12x180x155

2-M16(SS400)

SP10W

H-100x100x6x8

100
40 40

180

13
0

30
25
d

B.PL-12x180x130

2-M16(SS400)

P P P P P

F F F F

CSB5

開口補強 b1 □-100x100x3.2(STKR400) 鉄骨継手は母屋・胴縁に同じ

H
D

H
D

H
D は目隠しルーバーHB20に適用

BH-100～150x150x6x9CSB15A

鉄骨梁-RC接合部リスト 1. 鉄骨材質　SS400注記) H-　H形鋼 2. アンカーボルト 先端フック付き
二重ナット締め

符 号

ベースプレート

アンカーボルト

断 面

部 材

HB20W

H-200x200x8x12

3025d 125 125

50
50

15
0

B.PL-16x250x250

2-M20

SG23、SB15W

H-150x150x7x10

3025d

B.PL-16x180x180

2-M16

100
40 40

18
0

H
D

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

種別/備考
20170253

286010

小柳 英治

余熱利用施設建設工事2021.03
一級建築士 231198

太田原 克則

担 当NO.
5438NO.



S-鉄骨継手表
-
-

030

--

H　に同じ

16 260

16 200

12 200

12 140

8 G2-a164 G1-a 260

6 G2-a163 G1-a 200

6 G2-a123 G1-a 200

4 G2-a122 G1-a 140

809G32809G32

809G32809G32

809G32809G32

140

80

9

9G3

4

2

G2-a

80

9

9G3

2

2

G1-a 140

9x350x  50

9x370x  80

6x350x  80

9x350x140

6x250x140

9x330x  80

W1-b

W1-b

W1-b

2x2

2x2

2x2

W2-b

W1

W32x4

2x2

2x2

-

-

-
12

9
9

-

9
9

12
12

9

9

F1

F1

F2

4x4

4x4

4x6

F1

F1

F2

4x4

4x4

4x6

16 100x290

250x410
100x410

200x330
80x330

175x330
70x330,

150x330
60x330

125x410

M16

M20

M16

M20

M20

M22

H-100x100x  6x 8

H-250x250x  9x14

H-200x200x  8x12

H-175x175x7.5x11

H-150x150x  7x10

H-125x125x6.5x9

12x350x200

12x350x260 

W3

W42x6

2x612
12

12
16

12F4

F5

4x8

 4x12

350x350

400x410
170x410

140x350

110x350

M22

M22H-400x400x13x21

H-350x350x12x19

H-300x300x10x15 9x350x200M22 4x6 F3 W32x59 300x350

[40][40]

[  ]内はW4-bを示す

<<
@1

20
>>

<<　>>内はW2-eを示す

[40][70] <70>

[　]内はW2-dを示す

<　>内はW2-bを示す(　)内はW2-aを示す

<70>

<　>内はW1-bを示す

H-488x300x11x18

H-588x300x12x20

<40><40>

W3-a,W4-a

a付の場合はしあきは<>内寸法とする。

1622 G2-a

1622 G2-a

1620 G2-a

1618 G2-a

1214 G2-a

1212 G2-a

1210 G2-a 320

380

440

620

560

680

680

1214 G2-a

1212 G2-a

1210 G2-a

128 G2-a

200

260

320

380

440

260

128 G2-a

126 G2

9

9

F4.F5

@60

W

10

(40)2.5d

2PL-t1

2.5d(40)

L

W

4PL-t2

(　)内はF5を示す

2PL-t1

10

40

@45

40

4PL-t2
L

@6
0

(9
0)

W3,W4

L

W
2PL-t

40

2.5d

60

G3

10

2.5d

15

(　)内はW4,W4-aを示す

40

@6
0

40

2PL-t

2.5d(40)

L

40
@6
0

40

-

ｇ２

2.5d60

ｇ１

150

70

90

40150

140

140

Ａ

40

-

ｇ２

-

-

-

-

249～255

299～305

348～357

398～408

2.5d

L

W
W

F1.F2

10 @60

W

(40)2.5d

L

W

外面添板を分割する場合

2.5d(40)

2PL-t1

4PL-t2

(　)内はF2を示す

1409

9 140

G24

4 G2

9

9

9

9

2

3

4

2

G1-a

G1-a

G1-a

G1-a

200

140

260

140

L

10

(40)2.5d

15

W1,W1-a,W1-b

W

L

2.5d2.5d

10

G1

60

@6
0

40

15

(40)

L

2PL-t

(　)内はW1-aを示す

(40)

60
(40)2.5d

100

Ａ

124,125

149,150

174～176

199～204

40

2.5d(40)

g2

A

g2 g1

(40)2.5d

( )内はG1-aを示す

140

80

12

9G3

4

2

G2-a

140

200

200

12

12

12

26012

4

6

6

8

G2-a

G2-a

G2-a

G2-a

12

12

80

9

9

12

5

6

G3

2

2

7

G1-a

G1-a

G1-a

G1-a

9

12

9

12

12

12

2

3

3

4

6

5

G1-a

G1-a

G1-a

G1-a

G1-a

G1-a

140

140

200

200

260

320

380

320

380

440

12

16

16

16

16

7

9

10

11

11

G1-a

G1-a

G1-a

G1-a

G1-a

440

620

560

680

680

9G1-a 2604

F3

形鋼ゲージ

ｇ１

75

90

105

120

W2,W2-a,W2-b,W2-d

G2

プレート幅及び長さはフランジ内側添板と同寸法とし、

厚みは外，内側とも表中のｔ１の２サイズアップとする。

( )内はG2-aを示す

2.5d(40)

W

60

G
H

W2-a

W2-a

W2-a

W4-a

H　に同じ

2x3

2x4

2x4

2x2

6x290x170

6x170x200

6x170x260

6x170x1406x290x140

6x210x200

6x210x260

9x290x170

W32x4

W2

W2

2x3

2x4

W42x4
-

ｔ２

-
16

12

    9
9

    9
9

F14x4

F1

F1

4x4

4x4

F24x6 125x410

200x410

150x330
60x330

70x330
175x330

100x290

H
G

W2-a

W2-a

W2-d

W1-a

W2-a

2x2

2x5

2x6

2x7

2x2

W2-a

W2-a

W2-a

W2-a

W2-a

W2-aH に同じ 2x6

2x2

2x3

2x3

2x4

2x5 9x170x320

9x170x380

9x170x260

9x170x200

9x170x200

9x170x140

6x230x140

9x170x320

9x170x440

9x170x380

6x290x 80

W2-a

W2-a

W2-a

W2-a

W2-a

2x7

2x12

2x12

2x10

2x9

9x170x440

9x170x560

12x170x620

12x170x740

12x170x740

9x230x320

9x230x380

6x210x140

9x410x  80

12x230x440

W2

W2

2x5

2x6

W2

W1

2x2

2x3

2x7 W2

9x330x140

9x210x200

9x230x260

9x230x380

9x230x320

W3

W3

W2

2x4

2x3

2x6

W2

W2

W2

2x4

2x5

2x6

1212

12
1212

-
9
-

16
12

F2

F2

4x6

4x6

F1

F1

4x4

4x4

4x6 F2

9
9

9
12

9

12
12

12

12
12

12

12

F1

F2

F2

4x4

4x6

4x6

F3

F3

F3

4x6

4x8

4x8

9

110x440
300x440

300x350

250x410 

200x410
80x410

175x330
70x330

60x330
150x330

110x350

200x410
80x410

200x410
80x410

200x410
80x410

100x410

300x440
110x440

     100x290

9x230x560

12x350x530

12x350x710

12x350x710

W2

W4

W2

2x7

2x12

2x9

W4

W4

2x16

2x16

16
12

19

19
19

19

19
19

22

16

F3

F3

F3

4x8

4x10

4x10

F3

F3

4x10

4x12

300x440
110x440

300x530
110x530

110x530
300x530

110x530
300x530

110x620
300x620

12x350x200

12x230x440

9x170x260W2-a2x4W4F24x6 2x6 9x330x26080x410    9

M16

M20

M20

M16H-250x125x  6x  9

H-300x150x6.5x 9

H-200x100x5.5x 8

H-350x175x  7x11

M22

M22

M20

M16

M22

H-194x150x  6x  9

H-450x200x  9x14

H-500x200x10x16

H-600x200x11x17

H-148x100x  6x  9

M20

M22

M20

M22

M22

M22H-440x300x11x18

H-390x300x10x16

H-340x250x  9x14

H-294x200x  8x12

H-244x175x  7x11

M22

M22

M22M22

M22

M22

H-700x300x13x24

H-800x300x14x26

H-890x299x15x23

H-900x300x16x28

M20H-400x200x  8x13

に同じ

に同じ

無印 ： SS400、SN400B

Ｈ

ウエブ

Ｓ２

Ｌ厚さ継手数量

高力ボルト

Ｓ

Ｈ

ウエブ

Ｌ厚さ数量 継手

高力ボルト カセットプレート カセットプレート

特記なき限り下記による。

一般事項

２．スプライスプレートの材質は、母材と同材質とする。

３．継手部において、１mmを超える板厚差又は段差がある場合は、

　　フィラープレートの材質はSS400とする。

４．ボルトは、特殊高力ボルトS10T(トルシア型）とする。

フィラープレートを用いる。

１．鉄骨材質は下記による。

Ｄ

Ｈ

ウエブ

ピン接合

継手数量

添板 高力ボルト 添板

（梁用）

ウエブ

Ｈ

Ｇ

継手数量

フランジ 高力ボルト

ｔｘＷｘＬ

ウエブ

ｔｘＷｘＬ継手数量

高力ボルト 添板

Ｈ

剛接合

フランジ

ＷｘＬｔ１継手数量

高力ボルト 添板

（柱・ブレース用）

型　式

部　材 径
Ｈ
形
鋼

項　目

中　幅

広　幅

細　幅

ｔｘＷｘＬ

５．溶融亜鉛メッキボルトF8Tも本図を適用(H-340x250はF8T継手による)

カセットプレート

最小　Ｌ

ブ　レ  ー　ス　用

溝
　
　
　
形
　
　
　
鋼

 -200x 80x7.5x11

 -250x 90x 9x13 M20

M20

 -125x 65x 6x8

 -100x 50x 5x7.5

 -150x 75x6.5x10

 -180x 75x 7x10.5

M20

M20

M20

M16

山
　
　
形
　
　
鋼

呼　称

L-75x9

項目

部　材

型式

径

L-  75x 75x 9

項　目

呼　称

L-50x6

L-65x6

L-75x6

部　材

L-  75x 75x 6

L-  65x 65x 6

L-  50x 50x 6

M20

M20

M16

径

型　式

Ｌ厚さ継手数量

3 G3

3 G4

9 230

9 180

2 G2

2 G3

2

2

G1

G1

6 130

9 150

9

9

90

90

45

40
40

40

L

40

15

40

60

G4

40

L

45

40

40 40

L

Ｓ

高力ボルト カセットプレート

4

3

G2

G2

高力ボルト

数量

2

継手

G1

12

12

208

139

カセットプレート

厚さ

9

最小　Ｌ

105

２Ｌ
Ｄ

8

6

G5

G5

高力ボルト

数量

4

継手

G4

9

9

288

209

カセットプレート

厚さ

6

最小　Ｌ

143

一　　般

２Ｌ
Ｓ

15

G1

15

G2

M16 5 G2 12

4

3

G2

G2

高力ボルト

数量

2

継手

G1

6

6

208

139

カセットプレート

厚さ

6

最小　Ｌ

80

Ｓ
Ｌ

高力ボルト

M16

M16

5

5

径
数量

G2

G2

12

9

継手 厚さ

２Ｌ
ＤＢ

40(
2.5

d)

(　)内はG4を示す

(　)内はG1を示す

40(
2.5

d)

@6
0

40 40

L

ピッチ

G3

15

278

カセットプレート

最小　Ｌ

278

208

高力ボルト

278

4

5

数量

G2

G2

6

6

厚さ継手

ＳＢ
Ｌ

850

700 ピッチ

g1

B

g1 g2

A

(2.
5d)

40

L

@60

700

600

450

形　状

つづりボルト

3

(2.
5d)

40

G4,G5

L

@60

G1,G2

130 50 40

150 55 55

75

100

90

ＡＢ

65

50

山形鋼ゲージ

L

40

50

55

30

35

ｇ１ ｇ２

40
@45

40

L

G6

40
@45

40

G3

つづりボルト

ピッチ

750

ボルト

1-M20

9501-M20

10002-M20

10002-M20

11502-M20

12502-M20

Ｌ厚さ継手数量

12 G3

10 G4

22 230

22 180

6 G2

8 G3

6

4

G1

G1

16 130

19 150

16

12

90

90

D

高力ボルト カセットプレート

2

部
材
記
号

L-90x7 L-  90x 90x 7 M20 4 G2 12 208 8 G5 9 308 4 G2 9 208 M20 5 G2 12 278278 5 G2 6

278

平
　
　
鋼

丸
　
　
鋼

L

W

B

羽子板

e2 G.PL

Ｍ１６～Ｍ２２の場合

e1 e1

はしあき

502-M209M20

9

6

M16

M12 35

451-M16

1-M12

ｔ×ｗ
羽子板G.PL

-t
部材

H.T.B e1
羽子板

66 75 85

59 55

40 60

75

e2
B溶接長

L

4.5×38

9×65

6×50

47

（JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい）

P

-

-

記号
部材

V1,BR1

ブ　レ  ー　ス　用

551-M229M22 73 85 859×75 -

V2

V3

FB- 90x6

FB- 90x9

FB-90x6

FB-90x9

M20 3 G2 12 278

M20 3 G2 12 278

650

650

SH-650x250x12x28 12x290x440W4-e2x819F2 4x12 250x770
100x770M22(F8T) 19

<<　>>内はW4-eを示す

<<40>> <<40>>

<<
12

0>
>

W3-a2x6 9x290x200
12

12F24x6 250x410 
100x410M22(F8T)H-340x250x  9x14

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

種別/備考
20170253

286010

小柳 英治

余熱利用施設建設工事2021.03
一級建築士 231198

太田原 克則

担 当NO.
5438NO.



S-架構配筋図 031
1/30
1/60

5　通 架構配筋図 D　通 架構配筋図

F3

8200 6650

FG2B

B50 P1

C2

FG12A

2G17

F3

FG11

RSG21
CSB20W SP15W C2

RG2 RG2

FG11

BR12 BR12

2G2
2G2

2-
D2

2
2-

D2
2

2-
D2

2
2-

D2
2

5-
D2

2

5-
D2

2

2-
D2

2
2-

D2
2

2-
D2

2
6-

D2
2

6-
D2

2

　
-D

13
@1

00
　

-D
13

@1
00

　
-D

13
@1

00

　
-D

13
@1

00
　

-D
13

@1
00

　
-D

13
@1

00

GL
設計

FL1

　-D13@150

2-D29
11-D29

9-D29

11-D29

9-D29

3-D29
4-D29

2-D29
3-D29

　-D13@200

2-D10

2-D10 2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

3-D29

3-D29

3-D29

3-D29

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

　-D13@200　-D13@200

1-D25
2-D25

1-D25
2-D25

4-D25

4-D25

　-D13@200

W18 W18

W18

　-D13@100　-D13@100

6-D25

4-D25

6-D25

5-D25

2-D10
6-D25

4-D25

6-D25

5-D25

2-D10

2-D10

FL2

3-D29
4-D29

2-D29
3-D29

7200 7200

3-D29

3-D29

3-D29

3-D29

　-D13@100
S-033図参照

　-D13@100
S-033図参照

作成日設計番号 工事名称
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5438NO.



 基 礎 配 筋 要 領

差し筋D13@200

押えコンクリート有の場合

タイプA-2

押えコンクリート

押えコンクリート無の場合

差し筋D13@200 1-D13

1-D13

押えコンクリート有の場合

タイプA-3 

B,L,H,H1の寸法は意匠図による

押えコンクリート

D13@200
タテ,ヨコ

屋外

D10@2002-D13

タイプA(A-1)

1-D13

D13@200ダブル

D13@200

タテ、ヨコ
D13@200

タテ、ヨコ

2-D13

屋外 屋内

梁型の配筋は押えコンクリート

タイプB-2

D10@200

Hoop   -D13@150

タイプB(B-1)

屋外

D10@200

巾止め筋 D10@1000

（但しB＞400 D19@150以下）
上下共3-D19

1-D13

Ａ（ベタ基礎）タイプ B（梁型基礎）タイプ C（柱型基礎）タイプ

（L1定着）

（L1定着）

A

タイプB-1による

屋内

B

タイプB-3

1-D13

押えコンクリート 梁型の配筋は
タイプB-1による

D10@200

屋外

タイプC(C-1) タイプC-2

B,L≦400   n=3-D19

D10@200

屋内 屋外

C

n

n

B,L>400   n=D19@150以下

タテ、ヨコ

1-D13

柱型の配筋は
タイプC-1による

□-D13@200

D13@200
タテ、ヨコ

1-D13

タイプA-5

設計GL

30
0

H

・屋外機械基礎に適用

B x L10
0

砂利

50

捨てコン

B

H

B
150 B

H

H1

H

L

B

H

B

H

H H

B x L

H H

20d以上20d以上L1 L1

B

L
H

B

L
H

B

L
H

（B=200 2-D19）

40d
40d

40d
40d

40d
40d

押えコンクリート

FL
(RSL)

FL
(RSL)

FL
(RSL)

D10@200
タテ、ヨコ

1-D13

柱型の配筋は
タイプC-1による

B

H

180

屋外

外壁
（配管立ち上がり壁）

FL
(RSL)

FL
(RSL)

FL
(RSL)

B x L

直行梁

ⅰ

ⅰ
-D13@200

CFG1

L2

ⅰ 視図ⅰ-

L2

梁段差部　仕口部補強筋(1階 3 ～ 7 通 FB146 - CFG1 部) 鉄骨梁  ひび割れ補強筋詳細図

500 500

鉄骨梁

鉄骨梁上

D10@200

30
0

各1-D13　L=2000

(床版上端に配筋すること)

各1-D13　L=2000

(床版上端に配筋すること)

(柱のコーナーに適用)

溶接金網3.2φ-50

300

□

鉄骨柱周り床の開口補強要領

1
1

t
底版配筋と同径,同ピッチ

t

捨てコン 厚50

砕石 厚60

H

※ｔは底版厚と同厚とする。

釜場配筋要領 -1

B x L 底版主筋の最大径と同径,@200

B,L,Hの寸法は意匠図による

1
1t

底版配筋と同径,同ピッチ

t

捨てコン 厚50

砕石 厚60

H

※ｔは底版厚と同厚とする。

釜場配筋要領 -2

B x L

底版主筋の最大径と同径,@200

B,L,Hの寸法は意匠図による

釜場が梁に近接する(L1≦t+H)場合

梁下端増打

底版配筋と同径,同ピッチ L1

L2L2
か
つ

D/
2を

超
え
る

D

15d折り曲げ （ダブル配筋の外側のみ）

柱と梁が同一面の場合の壁筋定着方法

（ダブル配筋の場合に適用）

S-雑配筋図 その１ 032
1/30
1/60

屋外

屋外

パラペット

2-D13
2-D13

D10-@200

D10,D13-@200

180

※

※は意匠図による

2-D13

D10-@200

D10,D13-@200

180

※

-D10-@200-D10-@200

(SRC柱除く)

FB146

12
0

70
0

76
0

主筋は通し配筋 -D13@200

FB146 FB146

CFG1

補強筋 補強筋

作成日設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:
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20170253

286010

小柳 英治

余熱利用施設建設工事2021.03
一級建築士 231198

太田原 克則

担 当NO.
5438NO.



基礎梁　梁幅＞柱幅の場合の配筋要領　仕口部

柱

基礎梁

基礎梁 基礎梁

リストによる
A

一般部あばら筋

リストによる

一般部あばら筋

A

一
般

部
あ

ば
ら

筋

リ
ス

ト
に

よ
る

L2L2 -D13@100

A 部配筋は一般部あばら筋と同径・同ピッチとする。(中子筋はなし)

S-雑配筋図 その２ 033
1/30
1/60

SP10W,SP14及びSP15W柱脚部(腰壁取合い)

400

12
0

W18 W18

D13@200

L3

L3

L2

150

D13@200
D10

2

1FL

L3

L2

150

D13@200
D10

2

1FL
L2

L3

D10@200

15
0

RC階段詳細図　F通 RC階段詳細図　Ａ通

FG2C打増補強

1FL

8

400

梁上端打増補強(S-005図参照)

2階6通スラブ段差部詳細図

1
2

15d

t

t D13
D10@200D13

15
0

6

75
0

SC22柱 柱脚部　コンクリート被覆

L2

D13-@200

□-D10@150

床開口リスト壁開口リスト

軸組図で作図している以外の壁の設備壁開口を以下に示す。

部位 寸法 箇所数部位 寸法 箇所数

W18

設備床開口を以下に示す。

設備開口リスト

250φ 12 250φ 2

300φ 15

350×350 2

500×500 4

15S11

700×200 1

300×200 1

600×350 2

1000×600 2

300φ 34

500×200 1

850×850 5

2 - 8 通間、A - D 通間プールサイド下配管ピット及びプール下スラブ 斜め部

14
00

18
0

1

2 D10-@200

L2

L2

ⅱ

ⅱ

ⅱ 視図ⅱ-

120

180

W18

D13@200

による(ただしW400)

9
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プール基礎(25m)

L2

D13@200

プール基礎(幼児・学童用)

梁上端打増補強(S-005図参照)

400 PF板PF板

19
0 44
0

15
0

15S10 15S10



S-鉄骨詳細図 その１
1/30
1/60

034

１.ピン接合

L

ロ:

注記）

イ: 取付小梁のウェブと同厚・同材質

隣接する小梁間隔が300以下
の場合PL-ロは省略する

G.PL及びPL-イと同厚・同材質
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